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全
て
の
国
、
関
連
す
る
国
際
連
合
機
関
及
び
そ
の
他
関
係
者
に
対
し
、
決
議
第
千
八
百
四
十
四
号
（
二
千
八
年
）、

第
千
九
百
七
号
（
二
千
九
年
）
及
び
こ
の
決
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
措
置
の
実
施
、
特
に
不
遵
守
の
事
例
に
関
し

て
保
有
す
る
全
て
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
含
め
、委
員
会
及
び
監
視
団
と
十
分
に
協
力
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

18

エ
リ
ト
リ
ア
の
行
動
を
常
時
継
続
し
て
見
直
す
こ
と
、
及
び
、エ
リ
ト
リ
ア
に
よ
る
決
議
第
千
八
百
四
十
四
号（
二

千
八
年
）、
第
千
八
百
六
十
二
号
（
二
千
九
年
）、
第
千
九
百
七
号
（
二
千
九
年
）
及
び
こ
の
決
議
の
規
定
の
遵
守
状

況
に
か
ん
が
み
、
措
置
を
強
化
、
修
正
又
は
解
除
す
る
等
し
て
調
整
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

19

事
務
総
長
に
対
し
、
エ
リ
ト
リ
ア
に
よ
る
決
議
第
千
八
百
四
十
四
号
（
二
千
八
年
）、
第
千
八
百
六
十
二
号
（
二

千
九
年
）、
第
千
九
百
七
号
（
二
千
九
年
）
及
び
こ
の
決
議
の
遵
守
の
状
況
に
つ
い
て
、
百
八
十
日
以
内
に
報
告
す

る
こ
と
を
要
請
す
る
。

20

こ
の
問
題
に
引
き
続
き
関
与
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
四
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
八
十
五
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
五
条

の
十
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
登
録
機
関
に
対
し
、
登
録
事
務
に
関
す
る
業
務
の
全
部
を
廃
止
す
る
許
可
を
し
た
の

で
、
同
法
第
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
七
号
及
び
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定

に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
第
五
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

一

指
定
登
録
機
関
の
名
称

社
団
法
人
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

二

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
港
区
芝
四
丁
目
四
番
五
号

三

廃
止
す
る
年
月
日

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
六
号

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十

条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
提
供
体
制
の
確

保
に
関
す
る
基
本
方
針
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

前
文
中
「
に
お
い
て
、」
を
「
に
対
す
る
」に
改
め
、「
医

療
に
対
す
る
」
を
削
除
し
、「
を
目
指
し
」
を「
に
向
け
て
」

に
、「
推
進
す
る
こ
と
を
通
じ
て
」
を
「
推
進
し
」
に
改
め

る
。第

一
の
一
中
「
医
師
」
の
下
に
「
・
歯
科
医
師
」
を
加

え
、「
あ
た
り
」
を
「
当
た
り
」
に
、「
は
じ
ま
り
」
を
「
始

ま
り
」
に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」に
、「
不
可
欠
で
あ
る
」

を
「
重
要
で
あ
る
」
に
改
め
、「
急
速
な
高
齢
化
」
の
下
に

「
や
社
会
構
造
の
多
様
化
・
複
雑
化
」
を
加
え
、「
及
び
糖

尿
病
等
」
を
「
、
糖
尿
病
等
」
に
改
め
、「
生
活
習
慣
病
」

の
下
に
「
や
精
神
疾
患
」
を
加
え
、「
及
び
糖
尿
病
に
」
を

「
、
糖
尿
病
及
び
精
神
疾
患
に
」
に
、「
小
児
医
療
」を「
小

児
医
療
並
び
に
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
（
以
下
「
在
宅
医

療
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
二
の
一
中
「
に
関
す
る
調
査
」
の
下
に「（
以
下
「
医

療
機
能
調
査
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
以
下
の
」
を
「
次

の
」
に
改
め
、
同
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４

地
域
の
医
療
機
能
全
体
を
明
ら
か
に
す
る
際
に

は
、
全
て
の
都
道
府
県
で
共
通
し
た
指
標
を
用
い

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の

現
状
を
客
観
的
に
把
握
し
、
都
道
府
県
間
で
そ
れ

を
比
較
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。

第
二
の
二
の
１
の
^

中
「
及
び
糖
尿
病
の
四
疾
病
」
を

「
、
糖
尿
病
及
び
精
神
疾
患
の
五
疾
病
」
に
、「
四
疾
病
及

び
」
を
「
五
疾
病
・
」
に
改
め
、「
と
い
う
。）」の
下
に「
並

び
に
在
宅
医
療
」
を
加
え
、「
疾
病
又
は
事
業
ご
と
」を「
五

疾
病
・
五
事
業
及
び
在
宅
医
療
の
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、

同
１
の
_

中
「
把
握
す
る
ほ
か
」
の
下
に
「
、
必
要
に
応

じ
て
」
を
加
え
、「
こ
と
も
で
き
る
」
を
削
り
、
同
二
の
２

中
「
医
療
機
能
に
関
す
る
調
査
」
を
「
医
療
機
能
調
査
」

に
改
め
、「
促
進
さ
せ
る
」
を
「
促
進
す
る
」
に
改
め
る
。

第
三
の
一
中
「
以
下
の
」
を
「
次
の
」
に
改
め
、
同
一

の
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

医
療
機
能
調
査
を
通
じ
て
把
握
し
た
地
域
の
医

療
提
供
体
制
の
現
状
を
基
に
課
題
を
抽
出
し
、
そ

の
解
決
に
資
す
る
目
標
と
す
る
。

第
三
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

目
標
設
定
に
関
す
る
国
と
都
道
府
県
の
役
割

１

五
疾
病
・
五
事
業
に
係
る
目
標
設
定

都
道
府
県
は
、
本
基
本
方
針
に
基
づ
く
医
療
計

画
の
見
直
し
後
五
年
間
を
目
途
に
、
五
疾
病
・
五

事
業
及
び
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
疾
病
の
発
生

の
状
況
等
に
照
ら
し
て
特
に
必
要
と
認
め
る
医
療

に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
数
値
目
標
を

定
め
る
。

そ
の
際
に
は
、都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
、

都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
、
都
道
府
県

障
害
福
祉
計
画
な
ど
、「
第
七

そ
の
他
医
療
提
供

体
制
の
確
保
に
関
す
る
重
要
事
項
」
に
掲
げ
る
方

針
等
に
定
め
ら
れ
る
目
標
等
を
十
分
勘
案
す
る
も

の
と
す
る
。

都
道
府
県
は
、
数
値
目
標
の
達
成
状
況
に
つ
い

て
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
調
査
、
分
析
及
び

評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
都
道
府
県

は
そ
の
医
療
計
画
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

国
は
、
都
道
府
県
に
対
し
て
、
医
療
提
供
体
制

の
確
保
に
向
け
た
実
効
性
あ
る
施
策
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
す
る
も
の
と
す
る
。

２

在
宅
医
療
に
係
る
目
標
設
定

都
道
府
県
は
、
在
宅
医
療
に
係
る
目
標
を
定
め

る
場
合
に
は
、
五
疾
病
・
五
事
業
に
係
る
目
標
の

設
定
と
同
様
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
数
値
目
標
の

設
定
並
び
に
数
値
目
標
の
達
成
状
況
の
調
査
、
分

析
及
び
評
価
等
を
行
う
よ
う
努
め
る
。

第
四
の
一
中
「
可
能
と
し
、
居
宅
等
医
療
の
充
実
に
よ

る
」
を
「
可
能
に
す
る
こ
と
で
、」に
、「
以
下
の
」
を
「
次

の
」
に
、「
居
宅
等
に
お
け
る
療
養
」
を
「
在
宅
医
療
」に
、

「
看
護
師
、
薬
剤
師
を
は
じ
め
と
し
た
」
を「
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
、
看
護
師
を
始
め
と
し
た
」
に
改
め
、「
携
わ
る
医

師
」
の
下
に
「
・
歯
科
医
師
」
を
加
え
る
。

第
四
の
二
の
見
出
し
中
「
疾
病
又
は
事
業
ご
と
」を「
五

疾
病
・
五
事
業
」
に
、「
あ
り
方
」
を
「
在
り
方
」に
改
め
、

同
二
中
「
四
疾
病
及
び
」
を
「
五
疾
病
・
」に
、「
以
下
の
」

を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、「
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
」

を
削
り
、
同
二
の
１
の
見
出
し
中「
疾
病
又
は
事
業
ご
と
」

を
「
五
疾
病
・
五
事
業
」
に
改
め
、
同
二
の
１
の
^

を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

^

が
ん

地
域
が
ん
登
録
の
活
用
等
を
通
じ
た
が
ん
の

現
状
把
握
、
が
ん
の
予
防
及
び
早
期
発
見
を
す

る
機
能
、
手
術
、
放
射
線
療
法
、
化
学
療
法
及

び
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
集
学
的
治
療
を
提

供
す
る
機
能
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
か
ら
緩

和
ケ
ア
を
提
供
す
る
機
能
並
び
に
患
者
と
そ
の

家
族
へ
の
相
談
支
援
や
情
報
提
供
を
す
る
機
能

（
医
療
機
能
に
着
目
し
た
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
等
の
診
療
実
施
施
設
等
）

第
四
の
二
の
１
の
_

及
び
同
１
の
`

中
「
そ
し
て
」
を

「
を
経
て
」
に
改
め
、
同
１
中
f

を
g

と
し
、
e

を
f

と

し
、
同
１
の
d

中
「
と
れ
」
を
「
図
ら
れ
て
お
り
、か
つ
」

に
、「
第
十
次
へ
き
地
保
健
医
療
対
策
」
を
「
第
十
一
次
へ

き
地
保
健
医
療
対
策
」
に
、「
搬
送
・
巡
回
診
療
・
医
師
確

保
」
を
「
搬
送
、
巡
回
診
療
、
医
師
・
歯
科
医
師
確
保
」

に
改
め
、
同
d

を
同
１
の
e

と
し
、
同
１
の
c

中
「
出
動

し
、」を
「
出
動
し
て
」
に
、「
、
被
災
し
て
も
」
を
「
及
び

被
災
し
て
も
」
に
改
め
、「
及
び
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
ロ
（
核
兵
器
、

生
物
兵
器
、
化
学
兵
器
等
に
よ
る
テ
ロ
を
い
う
。）等
特
殊

な
災
害
に
対
し
医
療
支
援
を
行
う
機
能
」を
削
り
、「
確
保
」

の
下
に
「
、
派
遣
調
整
本
部
や
地
域
医
療
対
策
会
議
に
よ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
担
う
体
制
整
備
」
を
加
え
、

「
医
薬
品
」
を
「
医
薬
品
等
」
に
改
め
、
同
c

を
同
１
の

d

と
し
、
同
１
中
b

を
c

と
し
、
同
１
の
a

の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

b

精
神
疾
患

発
症
後
速
や
か
に
精
神
科
医
に
受
診
で
き
る

機
能
、
患
者
に
応
じ
た
質
の
高
い
精
神
科
医
療

を
提
供
す
る
機
能
、
再
発
防
止
や
地
域
生
活
維

持
・
社
会
復
帰
の
た
め
の
外
来
医
療
、
訪
問

サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る
機
能
並
び
に
福
祉
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
つ
つ
退
院
に
向
け
た

支
援
を
提
供
す
る
機
能
（
発
症
か
ら
診
断
、
治

療
、
地
域
生
活
・
社
会
復
帰
ま
で
の
流
れ
、
医

療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
等
）

第
四
の
二
の
２
の
^

の
第
一
段
落
の
次
に
次
の
一
段
落

を
加
え
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
一
年
十
月
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
る
消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
一
年
法
律
第
三
十
四
号
）
に
よ
り
、
都

道
府
県
に
お
い
て
策
定
し
た
地
域
の
搬
送
・
受

入
に
関
す
る
実
施
基
準
に
基
づ
き
、
円
滑
な
患

者
の
搬
送
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
五
号

作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）

第
三
十
二
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
登
録
機
関
に

対
し
、
登
録
事
務
に
関
す
る
業
務
の
全
部
を
廃
止
す
る
許

可
を
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す

る
。平

成
二
十
四
年
三
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

一

指
定
登
録
機
関
の
名
称

社
団
法
人
日
本
作
業
環
境

測
定
協
会

二

指
定
登
録
機
関
の
住
所

東
京
都
港
区
芝
四
丁
目
四

番
五
号

三

登
録
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
港
区

芝
四
丁
目
四
番
五
号

四

登
録
事
務
の
廃
止
の
日

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十

一
日
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